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月
次【は
じ
跡
に
〕
【凡例】
【
二
年
表
・
「
草
庵
岡
本
監
輔
【
一
二
離
説
・
「
岡
本
藍
輔
氏
」
【
一
二
伝
記
・
岸
上
賢
軒
「
岡
十
【
四
】
詳
説
・
佐
田
白
茅
「
岡
十
〔
五
】
鮮
説
・
佐
田
白
茅
「
岡
去
｛
六
】
蝿
文
・
弓
海
国
急
務
』
岸
【
七
】
短
文
・
「
『
千
島
探
検
誌
』
【
八
】
諜
簡
ゞ
「
林
孝
恂
宛
謹
簡
〔
九
】
頬
文
・
弓
人
東
合
邦
論
』
【
卜
】
短
文
・
弓
史
記
評
林
補
函
【
参
二
日
記
・
「
千
島
義
会
発
〔
十
一
二
頬
文
・
「
千
嶋
義
会
規
【
十
一
二
用
文
・
「
千
島
諸
島
の
（
十
匹
】
短
文
・
「
『
日
魯
交
渉
十
岡
本
章
庵
関
係
資
料
（
四
）
二
千
島
探
検
誌
』
序
」
（
以
上
（
｜
）
）
「
林
孝
恂
宛
謹
簡
草
禍
」
序
」
弓
史
記
評
林
補
標
準
』
序
」
（
以
上
（
二
）
）
。
「
千
島
義
会
発
足
当
時
②
日
記
」
．
「
千
嶋
義
会
規
則
及
予
算
表
」
．
「
千
島
諸
島
の
現
状
」
（
以
上
（
三
）
）
。
「
『
日
魯
交
渉
北
海
遁
史
槁
』
宗
」
「
草
圧
年
表
-
一
岡
本
堂
筋
（
樺
太
蝦
近
探
索
者
）
」
「
岡
本
儲
輔
小
伝
附
録
荒
井
直
盈
」
「
岡
本
禁
輔
支
那
遊
歴
の
記
事
」
エ
ア
ア畔偏Ｕ」
岡
本
君
柳
之
肋
、
赤
心
墨
国
之
士
也
。
宵
右
慨
干
北
門
管
捕
之
事
、
編
次
一
丹
”
日
「
日
露
交
渉
北
海
道
史
稿
』
口
来
徴
余
序
薊
腱
而
閲
之
、
白
俄
人
始
讃
北
辿
、
雫
近
日
細
大
事
踊
、
逐
条
分
類
、
網
羅
無
遺
．
｜
読
之
下
、
踊
蔵
捜
碓
我
退
、
日
甚
一
日
“
以
雑
新
視
天
明
寛
攻
之
謁
、
問
非
可
一
旦
界
ゞ
以
今
Ｈ
視
維
新
際
、
尤
有
拭
馬
者
仇
”
今
日
上
ド
人
々
怠
硝
威
風
、
毎
言
岐
北
韮
、
迩
巡
畏
縮
挫
渭
口
唯
誰
勢
之
娃
弱
、
不
借
転
之
扣
佃
〔
〕
肚
譜
徳
川
氏
砦
、
将
右
睡
角
蕪
消
逐
。
自
今
以
往
、
世
界
魚
纈
、
歳
月
益
促
ゞ
弱
之
肉
強
才
食
、
不
知
何
所
底
止
也
”
有
心
【
十
四
】
矩
文
，
『
日
魯
交
渉
北
海
道
史
槁
』
序
店
雪
柳
之
帥
『
日
露
交
渉
北
海
遭
史
塘
』
（
風
月
書
店
）
（
明
潅
二
十
一
一
年
）
〔
十
五
】
腱
連
幽
稚
・
「
北
海
道
大
和
会
設
立
大
意
没
現
則
」
〔
十
六
】
撰
連
史
や
。
「
東
洋
哲
学
会
大
魚
及
矧
剛
」
【
十
七
】
帰
文
・
「
鯉
忠
の
眠
囎
」
［
八
〕
雑
説
・
葛
生
能
久
「
岡
本
監
輔
（
刈
密
・
樺
太
撰
柚
）
」
有
馬
卓
也
- １ -
岡
本
君
柳
之
助
は
、
赤
心
憂
国
の
士
な
り
。
嘗
て
北
門
管
蝿
の
事
を
慨
す
る
こ
と
お
し
て
、
一
審
を
綿
次
す
。
『
口
観
交
排
北
海
造
史
摘
』
と
日
ふ
オ
ロ
、
１
号
躍
り
て
余
に
序
を
徴
す
“
腰
き
て
之
海
間
す
れ
ば
、
俄
人
の
始
幼
て
北
辺
を
造
せ
し
よ
り
、
近
日
の
細
大
事
閉
に
雫
る
ま
で
、
逐
芙
分
類
し
、
網
羅
し
て
潰
す
こ
と
な
し
。
一
読
の
下
、
乃
ち
彼
進
み
我
退
く
こ
と
、
日
一
口
に
甚
だ
し
き
を
覚
る
。
維
新
を
以
て
天
明
・
寛
政
の
問
を
視
れ
ば
、
固
よ
り
同
一
世
界
に
非
ず
、
今
日
を
以
て
維
新
の
隙
を
視
れ
ば
、
鷺
ｈ
尤
も
淵
よ
り
甚
だ
し
き
者
あ
る
な
り
。
今
日
ｋ
下
の
人
々
は
怠
惰
つ
れ
風
と
成
り
、
毎
に
北
門
に
言
及
す
る
も
、
聖
巡
畏
縮
し
て
侭
か
ず
、
こ
、
唯
だ
勢
の
捕
弱
を
論
ず
る
の
み
に
し
て
、
義
の
如
何
を
間
は
ず
・
諸
琶
惚
川
氏
の
時
に
比
す
れ
ば
、
将
に
惣
邑
お
り
て
追
逐
し
難
し
。
今
よ
り
以
住
、
世
界
は
忠
い
よ
縮
ま
り
、
歳
鳫
は
袖
圭
す
促
す
，
弱
め
い
「
｜
肉
は
蝿
の
食
た
る
こ
と
、
何
れ
②
朗
に
底
止
す
る
か
を
卿
ら
ざ
鳥
な
り
、
心
踊
る
人
の
此
め
害
を
読
胡
ぱ
、
切
胡
拒
獅
せ
ざ
る
を
得
ん
人
読
此
雪
、
宏
得
不
切
歯
掘
腕
・
庶
乎
有
大
丈
夫
豪
傑
、
警
省
発
竜
、
首
識
撒
愉
進
取
之
策
、
以
固
結
一
国
人
心
者
耶
ゞ
君
近
編
制
義
勇
隊
、
猶
壮
士
数
万
人
、
将
徒
之
於
北
海
、
従
聿
耕
漁
、
以
鼓
舞
一
世
、
挽
回
瀬
風
。
且
於
実
際
、
亦
可
調
労
袰
・
余
窃
男
君
才
有
比
著
，
敢
叙
意
見
如
此
・
至
於
義
勇
圧
利
病
、
唯
在
君
之
約
頁
如
何
」
要
之
不
可
倣
前
輩
散
戸
合
誘
憎
民
也
．
顧
君
必
有
域
算
焉
。
非
余
之
所
及
也
・
明
治
二
十
五
年
壬
辰
七
月
阿
捜
岡
本
監
輔
撰
や
口
大
丈
夫
景
傑
の
、
警
省
（
註
１
）
発
菌
し
、
轍
愼
進
取
の
策
を
首
調
（
註
ワ
こ
し
て
、
以
て
固
く
一
国
の
人
心
を
結
ば
し
む
愚
者
あ
拘
却
ら
ん
こ
と
を
庶
は
ん
や
。
君
近
く
義
韓
隊
を
編
制
し
、
壮
士
数
万
人
を
猫
、
将
に
之
を
北
海
に
徒
し
、
耕
漁
に
従
事
せ
し
め
、
以
て
一
世
産
蝕
舞
し
、
頽
風
を
挽
回
せ
ん
と
す
。
其
の
実
際
に
於
け
る
や
、
亦
労
と
淵
ふ
く
し
“
余
窃
か
に
君
の
此
の
苫
あ
る
を
喜
ぶ
．
敢
て
意
貝
壷
報
す
る
こ
と
此
の
如
し
。
義
勇
団
の
利
炳
に
至
り
て
は
、
唯
だ
君
の
約
宋
如
何
に
在
る
の
み
。
之
を
要
す
る
に
、
前
輩
の
巨
金
を
散
じ
惜
民
を
語
ふ
に
倣
ふ
く
か
ら
ざ
る
な
り
←
謹
み
る
に
君
必
ず
成
算
あ
ら
ん
口
余
の
股
ぷ
所
に
非
ざ
る
厳
り
。
明
治
二
十
血
年
壬
辰
七
月
庇
按
岡
本
監
輔
撰
（
漢
文
）
北
海
営
大
稚
会
設
立
大
意
い
増
だ
き
畦
み
甫
岳
耐
に
聟
へ
て
廟
千
古
②
雪
を
譜
へ
、
大
御
外
を
環
て
浪
八
-
註
ｌ
（
１
）
目
左
覚
ま
す
こ
と
・
（
う
こ
こ
ご
で
ば
首
咀
に
同
じ
。
一
番
先
に
講
じ
る
こ
と
。
【
一
五
】
関
連
史
料
→
「
北
海
道
大
和
会
設
立
大
意
及
規
則
」
北
海
道
大
和
会
（
明
治
二
十
一
こ
‘〕
L J
洲
の
岸
碇
洗
ふ
・
敵
国
の
壌
を
接
す
る
無
く
、
天
険
の
境
を
固
め
る
有
り
。
ｎ
齢
或
己
般
｜
肝
兄
鎬
よ
“
洵
に
愛
す
べ
き
の
神
州
に
非
ず
や
。
厚
れ
こ
⑪
呈
此
神
州
、
天
気
は
温
和
、
地
味
紘
汽
峡
、
山
の
芳
井
を
生
ぜ
ざ
る
無
く
、
野
の
嘉
鉛
を
産
ぜ
ざ
る
無
く
、
海
の
衆
雫
存
出
さ
ざ
る
無
し
＆
天
叱
沃
ｔ
評
以
て
猫
等
祖
先
に
、
三
千
乍
切
昔
に
与
へ
た
り
。
肝
兄
弟
よ
。
洵
に
煙
す
べ
き
め
楽
境
に
非
ず
や
。
是
此
楽
境
、
幅
員
二
万
五
千
方
里
、
人
口
二
千
八
百
余
万
、
天
産
既
に
常
て
、
物
貨
凌
海
外
に
仰
が
ず
、
人
工
も
亦
美
に
し
て
、
製
造
を
他
邦
に
譲
ら
ず
、
勉
諏
れ
ぱ
富
み
和
す
れ
ば
強
し
。
肝
兄
弟
よ
・
洵
に
愛
す
べ
き
の
美
邦
に
非
ず
や
。
是
此
美
邦
、
天
祖
統
を
垂
れ
玉
ひ
、
天
孫
緒
奈
緋
ぎ
玉
ひ
て
、
万
世
一
系
、
天
地
鰐
久
、
君
の
民
を
視
玉
ふ
こ
と
赤
子
の
如
く
、
民
の
君
を
視
華
る
こ
と
父
母
め
知
し
是
故
に
大
雑
卜
に
明
に
、
名
分
下
に
定
ま
り
、
禍
乱
混
ら
ず
和
平
楽
む
く
し
。
肝
兄
弟
よ
。
洵
に
通
す
べ
き
の
転
厘
に
非
ずや。
あ
上
ね
是
此
義
風
、
吹
て
天
下
に
遍
し
。
故
に
天
下
は
古
よ
り
車
、
軌
を
同
く
し
、
雪
、
文
を
同
く
し
、
行
、
倫
寺
同
く
し
て
、
万
民
一
心
、
四
海
一
家
率
い
易
く
治
め
易
し
ｃ
肝
兄
弟
よ
。
洵
に
唆
す
べ
き
の
仁
俗
に
非
ず
や
。
凡
斯
数
省
ば
、
世
界
万
国
に
絶
て
無
く
し
て
、
而
し
て
我
が
大
ヨ
本
国
に
独
り
冑
せ
る
大
室
強
り
。
斯
大
宝
券
継
続
す
る
を
、
名
づ
け
て
大
和
魂
と
謂
ふ
ゞ
時
兄
弟
よ
．
愛
す
べ
き
は
Ｅ
本
国
に
非
ず
や
．
養
ふ
べ
き
は
大
和
魂
に
非
ず
や
。
古
人
言
ふ
有
り
、
天
下
の
本
は
田
に
在
り
、
国
の
本
は
も
し
家
に
在
り
、
家
の
本
は
身
に
在
り
と
。
済
夫
れ
人
々
良
心
を
喪
ひ
、
室
々
道
穂
を
尖
は
ぱ
、
則
仁
義
の
風
は
、
無
ち
凝
猫
の
僻
に
変
じ
、
天
険
の
固
め
も
、
我
等
兄
弟
の
要
害
に
非
ざ
る
蹴
り
。
天
与
の
仙
も
、
我
等
只
弟
の
所
有
に
非
ざ
る
な
句
も
美
邦
の
利
も
、
我
等
兄
始
の
辮
利
に
非
ざ
る
な
り
・
肝
兄
弟
よ
。
印
度
の
如
き
士
耳
其
の
如
き
、
以
て
癖
戒
廿
ざ
る
べ
け
ん
や
、
以
て
恐
惟
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
．
是
に
於
て
か
皐
会
毎
設
け
、
三
千
八
百
余
万
の
兄
弟
と
共
に
、
斯
大
宝
を
護
持
継
続
し
て
、
以
て
ｔ
は
皇
天
に
報
ひ
、
下
は
后
土
に
酬
ひ
、
中
は
祖
先
に
答
へ
ん
と
期
す
。
肝
兄
弟
よ
人
々
斯
大
和
魂
を
養
ひ
、
家
々
斯
口
本
国
を
愛
せ
ば
、
進
で
は
海
外
に
雄
飛
す
べ
く
、
退
て
は
東
洋
に
塒
立
す
べ
く
、
以
て
世
界
万
国
に
絶
て
無
き
所
の
大
宝
を
、
千
億
万
仙
に
伝
ふ
く
し
。
是
斯
会
を
設
く
る
所
以
雄
り
ゞ
見
弟
に
望
む
所
な
り
。
諸
ふ
同
心
協
力
ぜ
よ
ゞ
紳
武
天
皇
即
位
紀
元
二
千
五
百
四
十
九
年
１
１
１
１
１
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叱
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
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９
北
海
道
大
和
会
規
則
第
一
章
綱
領
第
一
条
本
会
は
皇
室
壷
無
窮
に
奉
戴
し
、
国
宝
歩
無
窮
に
維
持
す
る
を
以
て
張
旨
と
す
。
第
些
条
本
会
域
日
本
国
民
を
以
て
網
蝿
し
、
至
誠
拝
鹿
て
運
動
す
る
も
の
と
す
。
鶚
一
条
本
会
は
国
民
の
元
気
を
養
成
し
、
且
朧
業
奔
拡
彊
す
る
を
以
て
目
的
と
す
。
- ３
第
二
章
会
第
四
条
古
会
は
北
海
道
大
和
会
と
称
し
、
姫
方
の
管
況
に
由
て
分
会
を
極
く
こ
と
あ
る
べ
し
。
第
万
乗
卒
会
は
本
部
を
北
海
道
札
幌
に
磑
き
、
其
他
を
地
方
部
と
す
。
第
冨
章
会
員
鮪
六
条
本
会
々
員
を
名
誉
会
員
・
特
別
会
員
・
通
常
会
員
の
三
極
と
す
．
第
七
条
本
会
名
誉
会
員
は
常
識
員
（
第
十
八
条
に
見
ゆ
）
の
推
撰
を
以
て
之
疑
熊
曲
る
も
の
と
す
。
縮
八
条
本
会
々
員
は
一
ヶ
月
会
費
と
し
て
特
別
会
員
金
二
十
銭
・
遡
常
会
日
金
十
銭
宛
壷
、
｜
月
七
月
の
両
度
に
前
納
ず
べ
し
。
旧
し
名
誉
会
員
は
会
費
を
要
せ
ず
。
第
九
条
本
会
に
入
会
す
る
者
、
且
記
雲
式
②
証
嵜
を
出
す
と
き
は
、
本
会
よ
り
其
榧
会
員
の
証
牌
を
交
付
す
べ
し
。
と
足
ら
旧
し
特
剛
に
募
集
委
員
を
派
週
す
る
と
き
は
、
直
に
会
員
名
繩
に
記
名
調
印
す
る
こ
と
を
得
。
第
十
条
会
日
中
本
会
の
体
面
を
汚
す
べ
き
行
為
あ
る
と
き
は
、
常
識
員
半
数
以
卜
の
決
議
に
拠
て
退
会
を
命
ず
。
轆
十
一
条
退
会
す
る
者
は
其
事
由
表
詳
記
し
、
会
目
②
証
牌
を
添
へ
て
本
会
に
由
出
づ
く
し
”
輔
四
章
段
目
塘
十
首
豆
本
本
会
は
総
裁
、
正
副
会
長
各
一
名
、
本
会
幹
事
十
五
名
、
地
方
部
幹
事
若
干
名
を
低
く
第
十
一
二
条
本
会
総
裁
は
会
員
の
椎
撰
を
以
て
宰
坊
、
其
他
は
総
会
に
於
て
要
挙
寸
□
但
し
帥
方
部
幹
事
は
地
方
会
員
の
謹
挙
を
以
て
堆
む
。
範
十
四
条
本
会
役
員
の
任
期
は
総
て
満
一
カ
年
と
し
、
再
撰
す
る
こ
と
を
得
く
し
。
但
し
欠
目
あ
る
と
き
は
常
識
員
会
に
於
て
補
撰
す
る
こ
と
を
得
。
弟
十
万
条
本
会
役
員
の
職
務
を
定
諏
る
こ
と
舟
の
如
し
。
一
会
長
は
本
会
一
切
の
事
務
奏
統
理
す
。
・
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
時
宜
に
因
て
は
其
代
理
を
爲
も
の
と
す
。
一
本
会
幹
事
は
学
務
・
産
業
・
庶
蕊
・
会
計
・
編
輯
等
の
事
務
壷
処
理
す
る
も
の
と
す
ゞ
，
一
地
方
部
幹
事
は
其
地
方
②
会
務
表
皿
瑚
し
て
本
部
に
報
告
す
る
も
の
と
す
。
第
十
六
条
幹
事
は
協
議
の
上
、
書
記
を
届
入
る
る
こ
と
を
得
。
節
十
栴
条
本
会
役
員
は
総
て
無
報
酬
と
す
。
但
し
事
宵
に
因
り
相
当
の
手
当
を
な
す
こ
と
あ
る
べ
し
。
鞘
十
八
条
本
会
特
別
会
員
中
よ
り
常
識
園
三
十
名
存
撰
定
し
、
本
会
重
哩
②
事
件
奄
協
議
す
第
十
九
妾
本
会
員
に
し
て
会
務
を
帯
び
派
潰
釣
陳
は
、
必
ず
証
明
害
を
捜
帯
せ
し
弥
る
も
②
と
す
。
第
笂
章
会
議
４
三
第
二
十
条
恥
会
は
錘
年
八
月
総
会
を
問
て
申
大
の
唱
件
在
訣
寵
す
“
鞘
二
十
一
条
常
識
目
会
は
幹
事
半
数
以
卜
切
詩
坂
に
拠
て
之
を
開
く
も
の
と
す
。
蛸
二
十
二
条
諦
月
一
回
役
員
会
を
開
く
詑
六
市
会
計
蛸
二
十
弓
条
本
会
々
業
の
資
本
金
は
各
会
日
の
孟
捕
金
凌
以
て
之
に
充
る
も
の
と
す
．
鞘
二
十
四
条
本
会
の
経
費
は
会
員
よ
り
徴
鵯
す
る
所
の
会
曲
を
以
て
之
に
供
し
、
毎
年
総
会
に
於
て
●
●
決
算
を
報
告
す
べ
し
□
鞘
二
十
粁
乗
永
会
委
員
派
遣
の
隙
、
納
金
毎
徴
す
る
と
き
は
、
本
会
々
計
②
印
証
掻
形
態
せ
し
む
。
若
し
娯
帯
せ
ざ
る
者
に
は
納
金
を
付
与
す
る
べ
か
ら
ず
。
第
七
章
含
莱
轆
二
十
六
条
本
会
は
文
武
学
館
を
謡
け
、
会
員
の
了
弟
を
教
育
し
て
立
身
の
墓
を
計
る
べ
し
。
但
し
会
口
外
と
雛
も
無
資
力
に
し
て
学
業
鯆
志
の
子
弟
に
限
り
無
謝
儲
存
以
て
教
育
を
施
す
ご
と
あ
る
べ
し
。
鶚
二
十
七
条
本
会
域
殖
産
上
緊
要
の
事
業
を
牌
し
、
は
本
会
の
基
礎
壷
雅
固
に
し
、
一
は
会
員
の
利
便
を
計
る
べ
し
□
第
二
十
八
条
本
会
は
本
道
謬
住
に
関
係
ず
る
詣
件
の
質
問
に
応
じ
、
且
つ
要
諦
の
誰
尚
社
と
特
約
し
て
会
員
中
抜
道
に
移
仲
せ
ん
と
す
る
者
の
利
岨
表
計
る
べ
し
。
第
三
十
几
条
本
会
の
圭
義
を
拡
張
し
会
目
の
胸
懐
を
発
表
せ
ん
が
為
肋
、
舞
月
一
也
雑
誌
を
発
刊
し
、
無
代
海
以
て
会
且
に
州
布
す
べ
し
Ⅱ
館
三
十
乗
本
会
々
員
相
互
の
親
密
海
計
ら
ん
が
為
め
、
地
方
②
情
況
に
由
て
倶
興
部
存
侭
く
こ
と
お
る
べ
し
。
本
規
則
は
常
諦
日
半
数
以
上
②
恵
見
に
拠
り
、
締
会
産
腓
て
其
決
読
を
怒
畠
に
恥
ら
ざ
れ
ぱ
改
正
増
補
す
る
こ
と
存
得
ず
。
入
会
碑
（
用
紙
半
紙
）
私
雛
今
般
自
会
の
規
約
に
随
ひ
（
何
々
会
）
日
に
入
会
致
度
此
段
申
入
候
也
本
籍
何
皖
県
何
匡
何
郡
区
何
町
村
何
番
地
寄
留
何
府
県
何
国
何
那
区
何
町
村
句
番
地
族
蕪
年
月
口
名
姓
印
堆
年
月
日
（
数
名
今
時
に
入
会
す
る
と
き
は
溥
署
す
る
も
妨
げ
な
し
）
北
海
道
大
和
会
御
中
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
Ｉ
ｉ
ｉ
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ト
ー
ー
ト
ー
Ｉ
ｉ
ｔ
１
ｒ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
-
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
卜
札
幌
区
大
通
西
九
丁
目
一
轌
地
北
海
追
大
和
会
-５
旧
賛
成
日
は
傍
聴
の
爲
め
出
席
す
る
壷
得
。
一
瞥
成
貝
は
品
初
入
会
金
と
し
て
五
拾
銭
を
出
す
べ
し
。
本
会
よ
り
は
賛
成
員
た
る
の
証
券
を
送
る
べ
し
。
但
哲
学
誌
発
行
の
都
度
、
一
冊
づ
つ
荊
誌
す
る
②
装
務
あ
る
も
の
と
す
酬
一
本
会
の
拡
張
資
金
と
し
て
、
最
初
何
開
入
会
の
時
に
、
金
員
を
課
出
し
、
之
凌
以
て
其
目
的
を
達
す
る
資
料
と
な
す
べ
し
“
」
一
本
会
は
西
洋
に
所
謂
（
ヲ
リ
ン
タ
ー
ル
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
）
鞍
る
学
問
と
同
主
義
に
し
て
、
東
洋
古
今
固
有
の
公
道
真
理
海
拡
張
し
、
学
者
の
方
向
壷
改
進
す
る
を
目
的
と
す
。
．
本
会
は
東
洋
哲
学
会
と
称
す
。
本
会
々
員
は
学
識
宏
還
・
宿
徳
令
名
あ
る
ｆ
表
し
て
会
員
と
す
ぺ
し
。
．
替
成
日
は
本
会
の
旨
趣
に
同
意
助
力
す
畠
も
の
を
以
て
賛
成
員
と
す
。
但
本
会
に
向
て
疑
義
を
質
問
し
、
又
は
司
己
の
論
説
を
草
し
、
之
表
本
会
に
寄
送
し
、
会
員
②
討
論
評
定
表
乞
ふ
こ
と
を
得
く
し
一
会
員
は
海
月
第
三
士
曜
日
午
后
よ
り
鵯
会
し
、
本
会
学
術
進
歩
に
関
す
る
論
説
爵
び
学
術
上
の
討
論
演
説
を
為
す
弛
万
的
会
員
は
之
を
筆
〔
十
六
】
開
津
史
料
・
「
東
洋
哲
学
会
大
意
及
鏡
則
」
『
東
洋
哲
学
会
叢
書
（
第
言
互
』
（
高
橋
光
男
発
行
）
（
明
治
一
十
二
王
郵
送
す
べ
し
．
仁
義
魚
孝
は
万
人
固
有
の
天
性
に
し
て
、
誰
牽
の
人
偽
を
客
る
る
も
め
に
非
ず
口
周
孔
切
迫
（
註
１
）
は
、
此
件
に
率
ひ
て
連
ふ
ご
と
転
一
き
を
第
一
②
要
旨
と
す
。
之
を
外
に
し
て
は
謂
は
曲
る
学
と
云
ふ
も
の
あ
ら
ざ
為
な
【
十
・
七
】
需
文
・
「
褒
忠
の
欲
典
」
『
吏
洋
哲
学
会
叢
書
（
第
一
号
）
員
高
橋
光
男
発
行
）
（
明
治
二
十
こ
｜
入
会
手
続
は
晶
初
同
盟
の
会
員
よ
り
紹
介
を
得
て
、
主
幹
或
は
惣
会
目
の
許
諾
を
雑
く
し
。
一
昔
成
員
は
何
人
を
論
ぜ
ず
府
県
住
朋
畔
名
を
雑
記
し
、
入
会
金
五
拾
銭
を
韻
て
串
報
所
に
申
込
み
あ
る
く
し
一
烏
尾
会
目
の
惠
見
害
は
本
会
全
員
と
同
感
の
旨
趣
に
触
り
、
本
会
の
旨
趣
と
す
。
一
烏
尾
小
弥
太
君
を
主
幹
に
指
名
選
定
せ
り
。
一
本
会
の
卓
務
取
扱
所
は
当
分
府
下
麹
町
区
上
甑
掛
町
四
十
七
番
地
に
仮
定
せ
り
。目
今
会
日
は
左
の
如
し
烏
尾
小
弥
太
千
家
尊
福
山
岡
鉄
太
郎
三
島
毅
島
地
黙
雷
木
田
九
郎
南
岸
綱
紀
岡
本
監
輔
内
藤
阯
豐
長
松
幹
有
井
範
平
石
村
良
一
指
原
安
藏
川
合
清
丸
- ６
り
。
仁
義
は
埴
に
於
て
包
子
ざ
る
所
厳
し
。
子
の
革
と
臣
の
忠
と
は
最
も
先
務
と
し
て
説
く
所
ぼ
れ
ど
も
、
父
的
慈
と
君
の
礼
と
に
至
り
て
必
し
も
黙
ら
ざ
患
も
め
は
、
尊
長
を
先
に
し
卑
幼
を
罐
に
し
、
卑
幼
は
尊
長
に
従
ひ
教
表
受
け
て
自
ら
催
む
る
を
主
と
す
る
が
為
煎
り
。
其
実
は
父
子
に
親
そ
も
そ
も
あ
り
、
君
臣
に
義
あ
る
荘
、
按
我
完
令
の
雑
と
す
る
敏
り
。
抑
々
君
臣
わ
た
の
輯
は
、
父
了
の
親
あ
り
夫
婦
の
恩
あ
る
と
同
じ
く
、
古
今
に
一
旦
り
万
田
虫
を
理
に
跨
り
て
生
人
の
一
日
も
雛
る
ぺ
か
ら
ざ
る
も
の
た
り
．
蓋
し
君
の
万
民
の
上
に
京
喝
尊
厳
を
表
す
る
は
、
一
身
の
栄
壷
示
す
に
は
非
ず
。
即
ち
一
国
の
民
命
を
保
す
る
な
り
。
君
も
庫
も
民
命
を
保
す
る
を
も
て
峨
と
す
る
も
め
な
れ
ば
、
均
し
く
法
令
を
遵
守
ぜ
ず
ぱ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
人
を
し
て
法
令
存
薄
守
廿
し
め
ん
と
欲
せ
ぱ
、
ｔ
下
的
分
売
定
め
人
を
治
む
る
も
の
と
、
人
に
治
納
ら
る
る
も
の
と
め
勢
を
異
に
し
て
純
化
溌
行
の
便
を
は
が
ろ
謀
ぺ
し
α
饗
へ
ぱ
将
帥
と
卒
徒
と
の
如
く
、
船
将
と
船
客
と
の
虹
し
“
船
客
の
河
海
表
航
す
る
も
の
は
、
生
命
を
船
将
に
托
し
、
船
将
の
告
示
に
従
っ
て
左
右
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ず
。
卒
徒
の
敵
兵
に
淵
ふ
も
の
は
一
身
を
将
帥
に
姿
し
、
将
帥
の
指
磨
に
従
っ
て
進
退
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ず
将
帥
ぱ
し
い
Ⅲ
虫
の
令
に
従
は
ず
、
将
帥
の
教
に
従
は
ず
し
て
、
自
ら
騨
に
す
る
も
の
は
、
同
輩
同
伍
の
危
険
を
致
す
の
み
趣
ら
ず
、
其
身
の
圏
溺
を
免
れ
ざ
る
こ
と
鵬
せ
り
〃
凡
そ
人
は
親
疎
の
別
あ
り
と
い
へ
と
も
、
均
し
く
人
類
載
り
“
禽
獣
②
群
を
同
う
す
べ
か
ら
ざ
る
が
Ⅷ
き
に
非
ず
。
況
や
一
士
に
生
れ
利
害
損
得
の
用
調
す
る
も
の
に
於
て
壷
や
”
一
国
存
創
開
し
万
世
の
太
祖
た
る
も
②
よ
り
見
る
と
き
は
、
一
民
も
己
が
子
孫
に
非
ざ
愚
は
転
し
。
殆
ど
親
疎
原
簿
の
言
ふ
べ
き
も
の
湖
ら
ざ
る
蔵
り
。
親
疎
厚
簿
は
特
に
子
孫
よ
り
之
が
弁
別
を
成
し
た
る
ぬ
み
。
さ
れ
ど
為
古
人
も
「
君
子
之
澤
五
世
而
斬
」
（
註
２
）
と
い
は
れ
た
る
こ
北
為
り
”
五
世
以
上
は
君
子
に
在
り
て
も
之
奈
親
と
す
る
こ
と
を
得
ず
？
小
人
の
如
き
は
五
世
以
上
な
る
親
の
名
字
を
も
記
腕
す
る
も
の
少
し
。
之
を
他
人
に
職
す
る
に
句
の
異
な
る
も
の
お
ら
ん
や
。
但
先
を
念
ふ
の
心
あ
り
て
、
忘
れ
な
が
ら
忘
る
に
忍
び
ざ
る
は
天
穂
の
固
有
に
し
て
、
人
々
相
保
す
る
の
原
則
た
れ
ば
な
り
。
故
に
政
凌
為
す
に
も
浦
を
行
ふ
に
も
、
自
然
に
騨
壺
原
簿
の
舶
序
あ
り
て
、
親
よ
り
疎
に
及
ぼ
し
、
近
き
よ
り
遠
き
に
達
す
る
は
、
天
地
の
定
理
な
る
こ
と
、
人
に
頭
脳
心
腹
手
足
②
別
あ
り
て
、
頭
脳
心
脂
的
急
な
る
と
き
は
、
手
厚
も
て
押
禮
（
註
３
）
す
る
が
如
し
。
人
は
同
一
気
類
に
し
て
、
弔
互
に
保
存
生
活
す
べ
苫
筈
な
れ
ば
、
万
国
の
交
晦
と
い
へ
と
も
、
親
睦
を
旨
と
せ
ざ
る
幹
毎
ざ
る
も
の
な
る
に
、
彼
莪
の
網
先
以
妄
、
一
土
に
在
り
て
正
い
か
で
史
相
統
し
利
害
相
関
す
る
も
の
に
於
て
、
羊
か
生
嵜
の
法
を
堅
定
ぜ
ざ
る
を
得
ん
。
是
は
即
ち
君
臣
の
壷
を
ｒ
し
、
法
令
缶
厳
守
せ
ず
ぱ
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
鞭
り
・
故
に
君
あ
り
臣
あ
ろ
は
衆
の
相
保
す
る
に
出
で
て
、
情
暉
の
自
然
に
非
ざ
る
は
な
し
。
其
性
質
を
言
ふ
と
き
は
、
君
は
乾
行
の
轍
を
伸
し
、
万
民
の
摸
範
と
な
り
、
枇
を
し
て
漸
く
文
明
仁
寿
の
域
に
進
ま
し
む
る
に
作
り
・
唖
は
坤
道
に
既
り
、
君
⑭
法
令
を
単
じ
て
、
其
及
ば
ざ
る
所
奄
助
く
る
に
在
り
．
さ
水
ぱ
君
も
犀
も
一
向
に
誠
を
尽
し
て
、
其
や
や
も
職
壷
全
く
す
べ
き
な
り
。
世
の
君
臣
評
論
ず
る
も
め
、
動
す
れ
唾
義
を
外
欺
り
と
し
、
人
壹
の
私
に
出
づ
と
し
、
海
外
諸
国
共
期
の
制
愈
ど
盈
主
７
エ
張
す
る
も
の
多
し
と
い
へ
ど
も
、
君
聿
民
主
と
鞍
く
同
じ
く
上
下
を
分
ち
、
君
柑
も
て
法
令
を
施
行
す
る
も
め
た
る
軒
察
せ
ざ
る
は
何
そ
や
」
民
主
め
ゞ
塒
じ
て
君
乘
と
軟
り
、
其
人
威
権
②
限
り
な
ぎ
を
致
す
も
め
あ
る
は
、
常
に
瀕
②
魚
る
べ
か
ら
ざ
愚
販
た
る
を
察
廿
ざ
る
は
何
ぞ
や
．
一
国
に
君
臨
す
る
こ
と
久
う
し
て
、
益
ま
す
変
ぜ
ざ
る
は
祖
考
が
余
沢
の
民
の
骨
髄
に
し
ず満
み
た
る
に
よ
り
、
妄
り
に
其
の
轍
を
易
ふ
る
ご
と
に
、
挙
国
人
民
②
安
堵
し
が
た
き
壷
致
す
も
の
あ
る
を
察
廿
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
世
の
論
者
は
君
む
か
主
を
暴
無
煎
る
も
の
と
認
め
、
予
め
其
悪
を
激
へ
て
之
を
防
制
せ
ん
と
す
る
も
の
の
如
し
。
是
は
変
を
知
り
て
常
券
知
ら
ず
。
人
我
を
併
せ
て
留
滅
に
帰
す
る
の
術
に
非
ざ
る
は
な
し
。
蓋
し
一
念
的
善
照
も
天
地
を
感
動
す
る
も
め
た
り
。
筍
く
も
上
に
技
す
る
心
あ
り
、
先
入
し
て
胸
中
に
主
と
な
り
、
凝
結
し
て
融
け
ざ
ら
ん
に
は
、
易
に
譜
は
ゆ
る
「
唯
孤
張
レ
弓
」
（
荘
４
）
と
云
ふ
も
の
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
や
α
物
は
先
づ
鹿
ち
て
後
に
虫
の
牛
す
る
あ
り
人
は
先
づ
擬
ひ
て
後
に
譜
の
入
る
あ
り
人
主
た
ら
ん
も
の
い
か
い
か
で
何
如
に
仁
智
な
る
も
、
幸
か
己
を
暁
へ
る
民
壷
疑
は
ざ
ら
ん
や
。
疑
の
心
ｊ
Ｌ
件
を
成
し
た
ら
ん
に
は
、
安
く
に
住
と
し
て
か
疑
は
ざ
ら
ん
や
。
斯
く
て
乱
政
敗
凄
致
さ
ざ
る
も
の
は
、
理
の
猫
る
ま
じ
き
所
な
り
”
海
外
共
和
国
の
如
き
、
多
く
撒
人
主
暴
行
の
相
続
す
る
に
巾
り
て
之
を
致
せ
る
な
り
。
成
は
五
万
人
民
の
錯
処
せ
る
勢
に
よ
り
て
黙
ら
も
の
曲
り
Ｆ
｜
是
は
一
事
の
良
制
赦
り
と
い
へ
ど
も
、
永
世
に
伝
へ
了
弊
軟
き
伝
信
じ
が
た
し
。
況
や
マ
マ
其
制
に
倣
ひ
て
政
を
為
す
も
の
、
理
輔
相
雫
批
に
於
て
を
や
。
猫
邦
の
師
み
ず
か
き
肱
神
坦
よ
り
以
ド
五
十
世
を
経
る
ま
で
、
未
だ
宵
て
親
ら
慰
訟
を
臆
く
の
風
を
改
防
ず
、
嵯
峨
帝
よ
り
以
下
二
十
五
世
を
縛
る
ま
で
、
琉
班
群
用
ひ
た
る
こ
と
唯
し
（
註
５
）
ご
其
他
に
も
辱
次
報
税
を
免
じ
た
ま
へ
る
鞍
ど
の
田
中
仁
恕
の
風
に
厚
く
し
て
、
毫
も
惨
毒
②
行
ひ
な
き
は
、
三
代
諸
国
の
比
す
べ
き
に
非
ず
。
況
や
漢
唐
詣
壁
に
於
て
を
や
。
況
や
其
他
に
於
て
表
や
α
斯
る
世
界
な
る
嵜
知
ら
で
君
臣
の
義
を
議
す
る
も
の
あ
る
は
、
自
囚
慶
売
り
て
人
奴
と
蹴
る
の
説
に
非
ざ
る
は
な
し
。
況
や
ね
政
権
を
大
臣
に
姜
子
、
公
認
を
国
人
に
決
し
た
ま
へ
る
今
日
に
於
て
を
ゆ
奥
｝
銀
せ
や
・
安
ぞ
一
目
も
此
義
を
忽
に
す
る
こ
と
凌
得
ん
や
。
此
義
は
特
に
田
の
為
に
す
と
云
ふ
に
非
ず
。
即
ち
其
身
の
為
に
す
る
な
り
。
維
新
以
来
、
朝
廷
に
於
て
忠
節
を
蛭
表
し
た
ま
へ
る
特
典
あ
る
が
如
き
も
、
朝
廷
の
白
ら
私
し
た
ま
ふ
に
は
非
ず
々
即
ち
万
民
慶
保
安
す
る
に
在
り
。
人
民
の
胃
を
朝
廷
に
致
す
も
め
、
安
子
一
身
一
家
を
保
し
、
衆
と
梠
蚕
ず
る
め
道
に
非
ざ
ら
ん
や
余
思
ふ
に
今
日
朝
廷
褒
忠
②
典
は
榧
瞼
て
陣
く
、
画
よ
り
間
然
・
す
べ
き
も
の
燕
し
＆
彼
由
堀
気
清
麿
・
楠
硴
成
等
（
註
６
）
の
如
き
、
廟
祉
の
牝
な
る
祀
典
の
盛
な
る
、
尤
も
人
心
斑
奨
励
し
、
国
基
を
翠
固
に
す
る
の
良
図
た
り
ｕ
高
山
仲
繩
・
甜
牛
秀
実
群
（
註
７
）
が
如
き
も
、
尽
く
位
階
を
賜
は
り
、
祭
間
存
給
せ
ら
れ
ぬ
。
維
新
後
の
力
凌
国
家
に
尽
し
、
王
箏
に
死
す
る
も
②
な
ど
に
系
り
て
は
、
一
人
の
忍
典
に
藍
は
ざ
る
は
な
し
其
の
人
心
泄
消
の
為
に
慮
り
た
ま
へ
る
も
の
、
湧
く
貝
つ
切
な
り
と
云
ふ
ぺ
し
㈲
断
る
盛
世
に
居
な
が
ら
、
特
に
遺
憾
と
す
る
も
の
は
、
日
拐
な
ひ
己
下
記
苔
旧
産
と
立
入
宗
維
と
の
三
人
（
託
８
）
に
於
て
、
未
足
追
８
剛
の
典
あ
る
奔
間
か
ざ
る
な
り
。
三
人
の
緒
鴉
転
る
が
如
き
、
固
よ
心
娼
哨
②
特
出
を
要
す
る
も
の
に
非
ず
と
い
へ
と
も
、
学
者
⑱
之
凌
評
誰
す
ら
も
の
な
く
、
大
臣
的
之
を
建
議
す
る
も
の
を
間
か
ざ
る
は
、
今
口
②
一
大
間
畦
と
云
ふ
べ
き
に
非
ず
や
。
三
田
茸
は
仁
賢
◆
醐
宗
二
帝
（
丑
９
）
の
蒙
塵
に
従
ひ
、
三
十
六
年
②
久
し
き
臣
節
を
尽
く
し
て
慨
ら
ず
・
立
入
氏
は
足
利
氏
の
李
年
、
皇
軍
衰
頽
の
折
し
も
、
哩
次
供
御
壷
献
じ
、
織
田
信
長
を
勧
め
て
勒
張
の
志
を
鼓
舞
し
た
る
人
な
り
。
吾
田
彦
は
千
有
余
年
逓
経
る
今
日
に
至
る
ま
で
、
其
節
を
表
す
る
も
の
欺
く
、
宗
継
の
子
孫
は
捕
川
氏
の
水
に
至
る
ま
で
非
職
人
た
る
に
止
ま
る
と
い
ふ
§
是
は
実
に
今
日
準
国
人
民
②
大
遺
憾
と
云
ふ
べ
き
も
め
な
ら
ず
や
」
大
道
は
一
転
り
㈲
父
子
の
親
も
君
臣
の
識
も
、
分
裂
断
割
す
べ
き
も
②
に
非
ず
。
道
を
識
ず
る
も
の
は
、
鶏
差
別
序
信
切
大
本
を
し
て
、
一
員
な
ら
し
打
く
し
〕
是
は
孔
孟
“
学
に
於
て
尤
も
要
緊
と
す
る
所
た
り
。
我
が
反
叩
の
政
に
於
て
も
、
一
日
も
純
せ
に
せ
ざ
る
所
た
り
一
Ⅲ
吾
が
・
心
に
於
て
も
、
片
時
も
雛
る
べ
か
ら
ざ
る
所
た
り
。
今
日
万
般
の
学
芸
は
総
て
此
に
成
し
、
漸
く
其
道
に
進
諏
べ
き
の
み
Ⅲ
安
ぞ
才
奔
忽
に
す
る
こ
と
を
得
ん
や
・
マ
マ
皇
子
の
事
は
湾
て
之
を
拙
著
の
袰
勇
芳
蝿
に
褐
城
し
た
る
こ
と
あ
り
。
に
顕
を
表
し
て
生
徒
の
作
文
を
試
み
た
る
こ
と
あ
り
し
か
、
靴
れ
も
出
師
の
高
さ
に
感
じ
て
一
言
の
峰
を
存
ふ
る
も
め
な
し
。
古
今
人
心
釦
同
一
侯
に
し
て
円
の
為
に
し
身
の
為
に
す
る
は
、
天
徳
的
易
『工「Ｌ
ふ
く
か
ら
ざ
る
定
酊
な
る
を
徴
す
る
に
犀
れ
り
，
今
特
に
義
勇
芳
規
註
（
１
）
周
公
旦
と
孔
子
が
説
い
た
道
徳
を
さ
す
．
（
可
号
『
孟
了
』
離
與
上
に
「
孟
子
曰
く
「
君
子
由
翻
は
五
世
に
し
て
斬
（
た
）
え
、
小
人
の
澤
も
五
世
に
し
て
斬
ゆ
．
：
…
・
」
と
」
と
あ
る
勉
人
の
恩
沢
も
五
代
も
た
て
ば
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。
（
３
）
防
ぎ
守
る
ご
と
。
（
４
）
『
易
』
睡
卦
上
九
の
「
眠
卦
（
そ
祇
）
い
て
弧
な
り
。
承
の
塗
（
と
ろ
）
を
負
（
つ
）
け
、
鬼
を
戦
す
る
こ
と
、
卓
牡
る
を
見
る
。
先
に
は
之
が
瓠
（
ゆ
み
）
を
張
り
、
喪
に
ば
之
が
噸
を
説
（
鋸
）
く
。
窓
（
あ
だ
）
に
廐
（
あ
ら
）
ず
。
蟠
蝸
な
り
・
住
き
て
間
に
渦
へ
ぱ
占
な
り
」
と
あ
為
切
に
墓
づ
く
。
こ
こ
で
は
孤
立
し
て
猫
疑
心
か
ら
攻
撃
的
に
な
っ
て
い
る
様
。
（
５
）
嵯
峨
天
皇
の
大
同
丘
年
（
八
一
○
）
の
薬
了
（
く
す
こ
）
の
変
に
お
け
る
嚥
原
仲
成
処
刑
か
ら
慰
僅
白
河
天
皇
、
促
元
元
年
二
一
五
六
）
ぬ
保
元
の
乱
に
お
け
る
源
為
霊
・
平
忠
正
処
刑
に
至
る
ま
で
の
期
間
を
さ
す
。
（
６
）
和
氣
満
麻
呂
（
七
一
一
一
三
～
七
九
九
）
と
楠
木
正
戒
（
？
～
一
三
三
六
）
。
と
も
に
勤
王
の
忠
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
〃
（
７
）
烏
山
産
一
九
部
二
七
四
七
～
毛
七
九
三
）
と
捕
羊
君
平
二
七
六
八
～
一
八
一
三
）
＆
と
も
に
勤
王
の
上
と
し
て
知
ら
れ
る
。
由
文
を
床
に
録
し
、
大
方
君
子
の
批
評
を
請
ば
ん
と
欲
す
ｎ
余
を
妄
煎
り
と
い
は
ん
に
は
、
幸
に
承
数
奔
吝
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
・
１
以
下
合
蝿
勇
芳
軌
』
日
下
部
召
田
産
・
立
入
宍
継
の
抜
粋
）
酩
９
天
保
十
年
十
月
十
七
日
呵
波
国
美
馬
郡
三
谷
村
に
生
ろ
幼
名
は
又
平
、
後
監
輔
と
改
め
卓
庵
と
号
し
た
＆
嘉
永
六
年
十
五
歳
に
し
て
徳
島
に
出
で
渭
本
瞥
庵
の
門
に
入
り
、
宏
政
二
年
讃
岐
②
国
に
至
り
藤
川
三
浬
の
塾
に
留
る
。
蓋
し
樺
太
探
検
の
示
唆
を
得
た
る
は
此
の
間
に
し
て
慌
輔
の
手
記
に
は
左
の
鮒
く
あ
る
。
『
藤
川
三
渓
翁
の
熟
に
食
客
た
り
し
時
、
翁
が
一
士
人
と
談
ず
る
表
聞
く
に
曰
く
、
此
左
サ
ハ
レ
、
〆
距
る
こ
と
・
千
里
の
北
に
一
大
島
あ
り
鮮
晧
連
と
い
ふ
。
其
人
は
蛮
郡
に
し
て
耕
作
を
不
知
、
専
ら
魚
表
捕
り
獣
凌
猟
し
て
食
と
し
、
我
搾
船
餉
の
革
る
を
待
ち
、
詣
物
を
交
換
し
て
孜
蹴
等
に
頭
峨
か
ざ
る
-
も
虐
隅
李
表
得
た
り
。
海
浜
に
昆
布
、
魚
類
を
糟
み
て
内
批
よ
り
闇
せ
る
諸
物
と
交
易
す
る
に
当
り
、
少
許
の
洲
壁
与
ふ
ふ
や
大
に
雷
び
志
る
る
こ
と
苔
し
く
、
内
地
よ
り
誼
戦
せ
る
諸
物
若
干
に
対
し
て
其
物
若
（
８
）
日
下
部
吾
田
産
は
『
日
本
書
記
』
に
見
え
る
人
物
で
、
皇
子
時
代
の
仁
賢
天
草
・
盟
宗
天
皇
を
守
っ
た
と
さ
れ
る
。
立
入
宗
継
（
一
五
二
八
～
一
六
一
二
二
は
朝
廷
の
た
め
に
尽
力
し
た
商
人
・
官
人
。
（
９
）
仁
賢
天
草
は
在
位
四
八
八
～
四
九
八
年
．
顯
宗
天
皇
は
在
位
四
八
五
～
四
八
七
口
〔
十
八
〕
雑
説
・
「
岡
本
監
輔
（
対
露
・
樺
太
探
横
ど
葛
生
能
久
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
（
下
旨
（
黒
龍
会
出
服
部
）
（
昭
和
十
二
下
奄
漉
す
可
し
と
約
束
し
、
一
つ
二
つ
一
と
数
へ
て
十
に
至
る
時
後
に
廻
り
て
、
オ
ッ
ト
親
分
と
叫
び
つ
つ
草
も
て
背
存
打
つ
時
は
、
前
に
算
へ
た
る
も
め
は
全
く
恒
を
収
め
ず
し
て
漣
す
→
」
と
常
愈
り
ｂ
按
地
に
は
余
も
姓
き
て
観
ん
こ
と
を
欲
す
縦
り
云
々
・
』
安
政
二
一
年
、
十
七
才
②
時
、
京
堀
地
方
に
蹄
び
聴
沢
東
咳
、
池
崗
陶
所
等
の
諸
儒
の
間
に
寓
し
、
滴
水
谷
中
将
の
邸
に
在
っ
て
公
子
等
に
読
害
を
授
け
た
。
文
久
元
年
江
戸
に
出
て
幕
府
②
儒
官
杉
原
晋
斎
吉
と
の
許
に
無
活
し
た
の
で
あ
る
が
当
年
②
手
記
に
曰
く
・
『
折
に
触
れ
て
薩
晧
連
島
の
里
を
強
じ
た
る
こ
、
と
も
あ
り
し
か
ど
、
》
柵
に
蝦
夷
の
事
の
み
風
説
す
る
者
莇
り
て
要
領
街
得
ず
、
文
久
元
年
季
秋
の
頃
に
江
戸
に
出
で
て
儒
官
杉
原
昔
齋
切
許
に
食
客
た
り
し
＃
し
も
、
下
谷
御
改
街
道
を
過
ぎ
て
害
林
の
架
上
に
『
北
蝦
夷
図
説
』
と
題
せ
る
一
雪
勘
る
を
見
て
手
に
取
り
開
き
展
れ
ぱ
、
土
人
其
他
の
区
等
奇
異
な
る
も
の
多
く
、
中
に
サ
ガ
レ
ン
と
書
き
た
る
を
見
て
前
後
擬
細
宥
し
、
北
蝦
夷
は
即
ち
サ
ガ
レ
ン
島
厳
る
農
知
り
、
三
浬
が
説
の
未
だ
確
か
な
ら
ざ
る
を
悟
り
、
終
に
之
を
猫
求
し
塾
に
帰
り
て
細
読
し
て
之
毒
他
人
に
も
質
問
な
ど
し
、
彼
地
は
元
来
皇
国
の
属
地
オ
ロ
シ
や
に
て
近
き
頃
よ
り
俄
羅
西
人
な
ど
の
出
没
す
る
こ
と
あ
り
、
幕
府
も
深
く
心
配
せ
ら
れ
た
る
事
実
厳
る
毒
知
り
、
津
に
仲
て
居
住
し
永
く
上
人
と
戦
る
も
終
に
必
ず
其
地
を
開
拓
し
、
北
隅
②
鎖
鋪
を
繭
に
せ
ま
誤
し
き
も
の
ボ
リ
と
の
志
②
起
り
に
き
』
と
”
か
く
て
文
久
三
年
の
春
、
樺
太
探
検
の
途
に
ト
リ
、
同
年
八
月
単
- 1 0
-う
ゞ
・
ゾ
．
や
〆
．
ｎ
Ｆ
、
Ｚ
身
宗
谷
壷
緑
て
樺
太
久
春
古
谷
ぱ
る
調
役
日
野
恵
助
の
許
に
柑
ウ
ン
ュ
ロ
じ
、
東
岸
鵜
城
を
経
て
独
木
舟
で
シ
ル
ト
タ
ン
ナ
イ
ま
で
至
り
無
人
⑪
姪
営
を
卸
察
し
、
幕
府
か
ら
樺
太
存
催
の
令
を
受
け
て
欺
香
に
赴
任
し
た
←
此
の
年
産
館
奉
行
小
出
大
和
守
に
次
⑭
如
き
樺
太
牌
托
に
関
す
る
律
識
書
を
提
出
し
た
。
『
開
拓
殖
民
②
駛
礎
の
真
諦
と
し
て
、
婦
人
の
有
罪
者
を
駆
り
て
移
住
せ
し
肋
、
夷
民
と
往
来
交
歓
す
れ
ば
、
則
ち
其
教
化
の
日
は
指
を
屈
し
て
待
つ
可
き
な
り
。
』
と
・
甚
だ
色
っ
ぽ
い
殖
民
政
策
で
あ
る
・
鹿
応
元
年
四
月
、
足
軽
西
村
伝
九
郎
と
共
に
真
知
床
（
北
知
床
岬
）
壷
舸
は
り
、
単
海
岸
に
沿
ふ
て
北
脂
、
六
月
樺
太
の
北
端
ガ
オ
唱
岬
に
注
し
、
承
ン
ト
ナ
・
ヴ
シ
カ
、
タ
ム
ラ
オ
ー
切
諸
処
を
廻
航
し
て
黒
離
江
□
に
至
っ
た
。
更
に
栗
聯
地
方
を
探
検
し
て
露
人
及
満
人
を
究
納
ん
と
し
た
が
栗
た
さ
ず
、
其
借
間
古
海
峡
を
通
過
し
て
西
岸
②
各
所
轟
掴
察
し
、
前
人
未
だ
企
及
マ
マ
し
能
は
ざ
る
の
樺
太
週
航
の
画
期
的
偉
業
を
完
成
し
た
。
明
箔
元
年
洲
四
月
函
館
裁
判
所
権
判
申
に
任
ぜ
ら
れ
、
樺
太
の
楠
渓
に
駐
在
し
て
、
鋭
意
開
拓
に
努
力
し
、
此
の
間
明
治
二
年
六
月
、
テ
フ
ラ
ー
ト
ウ
イ
ッ
チ
中
佐
の
亜
購
や
藍
を
率
ゐ
て
太
泊
に
強
行
上
陸
す
る
あ
り
、
以
来
露
人
の
来
竃
墓
だ
し
く
北
門
の
急
を
叫
ん
で
樺
太
の
死
守
燕
試
み
ん
と
し
た
が
、
黒
田
満
畦
②
北
海
道
本
位
の
漸
進
王
荏
と
正
面
福
突
し
て
遂
に
辞
議
し
た
々
明
治
六
年
陸
軍
省
参
謀
局
編
纂
課
の
堀
託
と
な
り
、
豫
て
抱
懐
し
て
ゐ
た
滴
里
と
合
縦
し
て
、
以
て
西
欧
の
勢
力
の
東
方
に
延
び
ん
と
す
畠
に
当
た
ら
ん
と
し
明
治
七
年
在
官
の
冊
上
海
に
航
し
北
京
に
抵
つ
た
が
、
当
時
台
湾
事
件
勃
発
し
て
我
国
と
⑱
間
に
隙
を
生
じ
て
ゐ
た
為
肋
滴
人
危
唄
し
て
広
く
接
す
る
産
得
ず
空
し
く
帰
戟
し
た
め
で
凝
っ
た
。
明
治
八
年
再
び
渭
匡
に
航
し
て
合
縦
を
説
き
、
六
月
北
京
に
、
七
月
盛
京
（
奉
天
）
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
“
当
時
②
詩
に
曰
く
”
韓
界
五
百
里
。
郡
羅
二
千
里
・
居
民
五
十
万
口
瓦
屋
如
二
櫛
比
一
．
南
梓
睡
陽
城
。
一
望
千
里
Ｔ
・
地
形
既
雌
蹄
⑤
物
類
自
豊
淵
・
有
懐
覚
羅
氏
口
此
間
連
レ
牌
卸
・
兵
馬
鞘
日
輔
。
脾
睨
保
二
高
再
二
．
北
虜
与
南
人
一
。
弱
国
間
し
声
奔
§
暇
公
恵
非
し
話
君
独
車
服
尊
”
観
風
何
所
し
得
．
東
膳
思
無
し
極
。
溺
陽
夕
嗅
中
。
大
鶚
飛
レ
自
レ
北
。
更
に
途
を
中
支
に
と
っ
て
武
昌
に
出
で
、
上
海
を
緯
て
帰
朝
し
た
が
、
其
企
図
す
る
政
策
は
未
だ
実
現
の
可
能
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
け
れ
ぽ
も
、
日
支
捉
撹
の
先
覚
と
し
て
異
常
欺
好
礁
を
与
へ
た
。
特
に
文
人
塁
審
の
間
に
知
友
を
得
、
技
が
携
へ
た
椿
山
王
な
る
詩
は
彼
地
の
志
士
文
客
に
蟠
當
唱
和
さ
れ
た
の
で
お
っ
た
β
轄
山
記
我
坐
南
海
浜
口
抗
志
在
二
四
辺
□
-１１-
読
言
領
二
大
略
一
・
孔
騒
墨
世
魚
・
空
談
無
し
所
し
用
・
一
目
蠅
二
筆
硯
正
直
遊
三
万
里
・
蹄
跡
人
怪
異
。
明
栄
嘗
省
レ
ロ
・
小
人
砦
二
我
拙
・
航
騨
併
成
」
件
・
喝
来
二
萢
軸
・
林
呉
弟
三
避
興
・
独
徐
柔
桑
下
Ⅳ
襄
気
除
不
レ
得
・
酢
し
皆
信
彗
長
鵠
・
撫
持
紀
人
説
・
祗
二
当
尽
。
吾
分
９
蠅
所
且
無
し
択
・
経
営
十
数
畝
・
不
し
識
百
年
催
・
皎
々
池
辺
月
・
千
秋
同
一
説
・
人
竿
蛎
。
朝
識
和
緯
輪
帥
前
腎
・
管
楽
済
時
功
。
咄
哉
仰
二
昔
電
・
単
岸
赴
言
窮
北
・
棟
慨
恩
〕
・
報
臼
。
呼
為
狂
夫
隅
・
何
知
非
言
其
戈
・
君
了
笑
「
税
計
・
権
門
糊
三
奔
趨
→
・
紬
し
茅
椿
山
傍
・
望
将
二
與
レ
紺
忠
・
細
想
臥
龍
公
・
朗
吟
砒
二
長
蜘
一
□
推
摘
虻
無
し
間
□
敢
十
埋
哲
君
・
何
暇
及
二
身
図
・
段
誉
埋
足
し
虚
・
嘉
樹
雑
三
繭
椛
・
幽
賞
履
爲
誰
子
→
・
宛
々
樹
鵡
花
ゞ
此
心
又
何
加
・
大
千
亦
劫
牢
□
争
似
此
心
楽
。
興
し
天
一
二
無
窮
“
居
-
竺
知
三
宮
貴
ゞ
・
行
連
懐
二
室
安
干
靖
喧
徒
自
累
。
葆
真
豈
不
レ
難
・
慰
勲
同
好
者
。
為
我
惠
二
徳
晋
一
・
徳
音
注
二
懐
抱
．
不
し
営
萬
黄
金
Ⅷ
其
後
育
英
と
苫
逮
に
没
頭
し
、
明
治
十
年
に
は
東
洋
新
報
を
発
刊
（
十
一
年
十
二
月
廃
刊
）
、
十
四
年
に
瞳
大
学
予
備
門
の
教
諭
、
十
九
年
に
は
第
一
高
等
中
学
校
和
漢
文
教
授
②
輔
託
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
明
治
二
十
四
年
時
聿
に
感
じ
て
千
島
に
畦
し
、
翌
年
千
島
義
会
を
創
立
し
た
が
遂
に
惟
轄
た
る
失
敗
に
終
っ
た
。
か
く
て
再
び
育
英
事
業
に
居
り
、
明
治
一
・
十
七
年
徳
島
県
尋
竜
申
学
職
長
、
二
十
年
台
湾
総
督
府
圧
語
学
校
教
授
に
歴
任
し
た
が
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
三
度
ひ
浦
国
に
航
し
て
翌
年
ま
で
杭
州
、
武
昌
に
遊
び
て
帰
朝
、
明
治
三
十
四
年
一
・
月
北
京
警
務
学
堂
の
鴫
に
応
じ
て
約
八
ヶ
月
間
、
学
堂
に
教
鞭
存
執
っ
た
。
其
後
は
各
所
を
貧
窮
繩
に
転
々
と
し
又
時
運
に
際
会
せ
ず
、
明
治
冊
七
年
十
一
月
九
日
小
石
川
諏
訪
町
②
晒
巷
に
『
旅
順
は
未
だ
陥
落
廿
ぬ
か
』
と
の
絶
叫
を
残
し
雄
志
を
抱
い
て
空
し
く
逝
い
た
口
皐
年
六
十
六
”
常
其
院
法
雲
阜
廉
居
證
的
法
号
を
以
て
、
麻
布
笄
班
長
谷
寺
に
葬
ら
れ
た
□（
漢
語
の
返
り
点
は
い
ず
れ
も
原
文
に
よ
る
）
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